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お
盆
が
過
ぎ
て
北
海
道
に
秋
の
風
が

吹
く
と
最
低
賃
金
審
議
会
が
引
き
上
げ

額
を
答
申
す
る
。
北
海
道
は
15
円
引
き

上
げ
で
７
３
４
円
。
生
活
保
護
と
の
乖

離
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
中
小
企
業

の
経
営
も
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

生
活
保
護
費
よ
り
低
い
の
で
は
困
る
。

　

福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
問
題
が
深

刻
だ
。
大
量
の
汚
染
水
が
海
に
流
れ
、

果
て
し
な
く
増
え
続
け
る
汚
水
貯
蔵
タ

ン
ク
か
ら
も
大
量
に
汚
染
水
が
漏
れ
て

い
る
。
空
気
も
土
地
も
海
も
放
射
能
で

汚
染
し
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
も
ま
だ
原
発
を
つ
づ
け
た
い
の
か
。

５日㈭　第７回組織強化委員会（札幌市）
６日㈮　�男女がともに担う自治労北海道拡大推進委員

会（札幌市）
　　　　自治体政策セミナー（札幌市）
７日㈯　�公共民間労組協議会第19回定期総会（札幌市）
８日㈰　公共民間労組協議会全道学習会（札幌市）
９日㈪　第28回執行委員会（札幌市）
　　　　第５回拡大闘争委員会（札幌市）
12日㈭　地公三者・道人事委員会交渉
14日㈯　平和行動�in�根室（～ 15日、根室市）
19日㈭　地公三者「道人事委員会」「副知事」交渉

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

原爆ドーム＝爆心地から160mの広島県物産陳列館。原爆の投下で建物は一瞬にして大破した

講
演
す
る
清
水
准
教
授

左）悩んだポスターづくり。しだいに力が入った
右）地下歩行空間で市民の思いをシールで貼った

20周年レセプションには、歴代議長や事務局長らが参
加し笑顔があふれた＝８月17日

網走市のリレー参加者＝７月24日

原水禁世界大会

福
島
か
ら
広
島
・
長
崎

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
求
め
て

ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

広
島
・
長
崎　

北
海
道

団
は
独
自
企
画
で
参
加

・「
花
の
シ
ー
ル
」
で
市
民
が
賛
同

20
周
年 

発
展
願
っ
て
こ
れ
か
ら
も

走
り
つ
な
い
だ
平
和
の
火

第
26
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

　

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
た

「
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
」

は
、
８
月
９
日
、
札
幌
市
大

通
公
園
の
到
着
集
会
を
も
っ

て
無
事
終
了
し
た
。

　

７
月
23
日
に
幌
延
町
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
全
道
１
７

９
自
治
体
す
べ
て
に
火
を
つ

な
ぎ
、「
脱
原
発
社
会
の
実

現
」
と
「
戦
争
の
な
い
平
和

な
社
会
の
実
現
」を
訴
え
た
。

昨
年
よ
り
も
７
１
１
人
多
い

８
，
３
３
８
人
が
リ
レ
ー
運

動
に
参
加
し
、
各
地
の
住
民

に
「
平
和
の
尊
さ
」
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

泊
原
発
の
再
稼
働
問
題

や
、
憲
法
改
正
の
動
き
が
強

ま
る
中
、
26
年
間
つ
づ
け
た

伝
統
あ
る
「
反
核
平
和
の
火

リ
レ
ー
」
の
取
り
組
み
だ
。

走
り
つ
な
い
だ
「
平
和
の

火
」
と
、「
思
い
」
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ＳＴＯＰ！泊原発の再稼働
さようなら原発北海道集会inいわない

とき

会場

10月５日㈯ 13：00 ～ 15：00
13：00 ～ 14：00
14：00 ～ 15：00

集会＝
雨天決行！

デモ＝

岩内町フェリー埠頭緑地

さようなら原発1000万人アクション実行委員会

　

８
月
15
日
、
札
幌
市
・
か

で
る
２
・
７
で
「
許
す
な
改

憲
！
不
戦
の
日
！
８
・
15
北

海
道
集
会
」
が
開
か
れ
約
３

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
江

本
代
表
は
「
『
ナ
チ
ス
の
手

口
に
学
べ
』
と
公
然
と
述
べ

る
麻
生
副
総
理
や
、『
祖
父
の

夢
だ
か
ら
改
憲
』
と
語
る
安

倍
総
理
に
日
本
の
舵
取
り
を

さ
せ
て
い
る
現
状
は
恥
だ
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
参
議
院
選
挙
後
の

安
倍
政
権
に
ど
う
立
ち
向
か

う
か
～
問
わ
れ
る
憲
法
の
平

和
主
義
と
立
憲
主
義
」
と
題

し
て
、
日
本
体
育
大
学
・
清

水
雅
彦
准
教
授
が
講
演
し
た
。

　

清
水
准
教
授
は
「
自
民
党

改
正
草
案
は
、
憲
法
前
文
に

あ
る
平
和
的
生
存
権
規
定
の

削
除
で
『
積
極
的
平
和
主

義
』
を
放
棄
し
、『
戦
争
の
放

棄
』
を
『
安
全
保
障
』
に
変

え
、
人
権
や
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ま
で
制
約
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
改
憲
論
と
む
き
合

う
に
は
、
理
念
の
実
現
と
国

民
の
側
か
ら
の
国
家
制
限
論

が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。
さ

ら
に
、「
政
治
は
、
世
論
に
左

右
さ
れ
る
。
地
域
の
運
動
で
、

地
方
か
ら
怒
り
の
声
を
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

脱
原
発
社
会
、
核
廃
絶
の
希

望
を
発
信
す
る
場
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、

「
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム
の
上
に

原
発
が
あ
る
。
こ
れ
以
上
、

国
策
に
よ
る
犠
牲
は
許
さ
れ

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

『
被
爆
68
周
年
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
』
は
、
２
０
１

１
年
の
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
以
降
、
福
島
大
会

を
皮
切
り
に
広
島
、
長
崎
の

３
カ
所
で
開
か
れ
て
い
る
。

７
月
28
日
に
福
島
で
ス
タ
ー

ト
し
た
大
会
は
全
国
か
ら

１
，
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

川
野
浩
一
大
会
実
行
委
員

長
（
原
水
禁
議
長
）
は
、「
安

倍
政
権
は
原
発
再
稼
働
の
方

針
で
、
原
発
を
世
界
に
売
り

込
ん
で
い
る
。
核
に
良
い
も

悪
い
も
な
い
。
断
固
と
し
て

脱
原
発
運
動
を
進
め
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　

福
島
県
内
で
生
ま
れ
育
っ

た
東
京
大
学
・
高
橋
哲
哉
教

授
は
講
演
で
、「
今
、
福
島
を

ル
札
幌
で
開
か

れ
。
北
海
道
医
療

の
設
立
か
ら
発
展

を
支
え
た
歴
代
の

議
長
、
事
務
局
長

や
連
合
北
海
道
、

自
治
労
道
本
部
、

北
海
道
医
療
加
盟

団
体
の
組
合
員
64

人
が
参
加
し
、
旧

友
を
温
め
今
後
の

発
展
を
誓
い
合
っ

た
。

プ
内
で
議
論
が
進
む
に
つ
れ

夜
勤
回
数
や
超
過
勤
務
の
実

態
、
過
酷
な
労
働
が
患
者
に

も
た
ら
す
影
響
を
表
現
し
た
。

　

街
宣
行
動
は
札
幌
地
下
歩

行
空
間
「
憩
い
の
空
間
」
で
、

私
た
ち
の
訴
え
に
賛
同
し
た

市
民
が
花
の
シ
ー
ル
を
木
に

貼
り
、
１
３
０
以
上
の
思
い

や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
地
域

と
の
交
流
が
は
か
ら
れ
た
。

　

結
成
20
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

し
、
昨
年
の
看
護
職
員
の
労

働
条
件
改
善
を
求
め
る
署
名

の
集
約
報
告
と
、
そ
の
成
果

(

本
年
２
月
、
厚
労
省
は
医

療
従
事
者
の
雇
用
の
質
を
向

上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
発
表

し
た)

を
確
認
し
、
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
結

果
と
医
療
・
介
護
政
策
の
動

向
を
学
習
し
た
。
ま
た
、
街

宣
行
動
に
む
け
て
勤
務
実
態

を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く

っ
た
。
参
加
者
は
、
グ
ル
ー

　

１
９
９
３
年
10
月
に
、
民

間
病
院
と
自
治
体
病
院
な
ど

12
団
体
１
万
１
千
人
の
医
療

関
連
労
働
者
が
結
集
し
設
立

し
た
北
海
道
医
療
が
20
周
年

を
迎
え
る
。
こ
れ
を
記
念
し

て
８
月
17
日
、
結
成
20
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
、
前

段
に
２
０
１
３
ナ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
全
道
総
決
起
集
会
を

開
い
た
。

　

ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

自
治
労
会
館
に
71
人
が
参
加

許すな改憲！不戦の日８.15

地域の運動で
怒りの声あげよう！

北海道
医 療

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名実施中！

な
ら
な
い
」
と
講
演
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、「
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
、
フ
ク

シ
マ
の
実
相
は
、
命
の
尊
厳

を
奪
う
愚
か
な
行
為
の
結

果
」
と
全
体
で
確
認
し
た
。

　

北
海
道
は
、
こ
れ
ま
で
の

運
動
の
経
緯
か
ら
、
原
水
禁

（
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
）・
連
合
北
海
道
・
北
海

道
核
禁
会
議
の
三
者
で
、「
統

一
代
表
団
独
自
企
画
」
を
実

施
。

　

４
日
、
18
人
が
参
加
し
た

結
団
式
で
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
中
村
代
表
は
、「
こ
の

地
で
何
が
起
き
た
の
か
、
五

感
で
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
者
は
、
広
島
で
原
爆

ド
ー
ム
慰
霊
碑
周
辺
、
長
崎

で
は
原
爆
落
下
中
心
地
な
ど

の
見
学
や
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
。
連
合
の
平
和
集
会
で
は
、

原
爆
投
下
直
後
の
す
さ
ま
じ

い
状
況
や
被
爆
者
の
訴
え
を

聞
い
た
。
ま
た
、
長
崎
集
会

で
北
海
道
代
表
の
高
校
生
大

使
が
、「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
連
欧

州
本
部
に
『
核
兵
器
廃
絶
と

世
界
平
和
を
求
め
る
願
い
』、

高
校
生
１
万
人
署
名
を
届
け

に
行
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

８
月
４
日
～
９
日
の
広

島
・
長
崎
大
会
は
、『
原
水

禁
』
が
単
独
で
開
き
、
特
別

ゲ
ス
ト
の
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト

ー
ン
さ
ん
（
映
画
監
督
）
が

「
原
水
禁
の
運
動
は
希
望
の

星
。
核
拡
散
の
動
き
が
拡
が

る
中
、
日
本
は
そ
の
悲
惨
さ

を
体
験
し
た
国
と
し
て
平
和

の
仲
介
者
に
な
ら
な
け
れ
ば

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　谷川　広美

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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北
海
道
医
療

が
結
成
20
周
年

を
迎
え
た
。
全

国
医
療
は
解
散

し
た
が
、
北
海

道
医
療
は
活
動

を
継
続
し
て
き

た
。
北
海
道
に

は
厳
し
い
自
然
環
境
や
広

域
・
拡
散
の
地
域
事
情
に
よ

る
独
自
課
題
が
あ
っ
た
た
め

だ
。
そ
の
当
時
の
先
輩
の
決

断
は
大
正
解
で
し
た
と
言
い

た
い
。
社
会
保
障
は
小
泉
・

安
倍
の
自
民
党
政
権
下
で
縮

小
さ
れ
て
き
た
。
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
は
、「
自

助
」
を
基
本
と
し
、「
共
助
」

が
支
え
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。「
公
助
」
は
補
完
的
役
割

だ
と
い
う
。
し
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
中
、「
公
助
」
の
役
割
は
今

ま
で
以
上
に
重
要
だ
。
社
会

保
障
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

る
労
働
者
は
、
ケ
ア
以
外
に

「
公
助
」
の
必
要
性
や
社
会

的
弱
者
の
声
を
社
会
に
広
め

る
役
割
が
あ
る
。

　

北
海
道
医
療
は
道
内
各
地

で
地
域
住
民
に
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
し
て
き
た
。
今
年
は
手

書
き
の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

し
、
賛
同
の
印
と
し
て
花
の

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
頂
い
た
。

満
開
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の

言
葉
も
頂
い
た
。
賛
同
者
と

参
加
者
と
先
達
の
皆
さ
ん
に

深
く
感
謝
。�

（
居
橋
真
人
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

幅広く好評だった「トロピカルジュース」

子どもたちに一番人気だった「ふわふわ」

保育集会キャラクター
「かぼすきー」

「何でもすくい」には何度も来てくれる子もいた

【
後
志
地
本
発
】
岩
内
町
職

労
青
年
女
性
部
は
、
８
月
３

～
４
日
の
「
第
41
回
い
わ
な

い
怒
濤
ま
つ
り
」
に
、
１
、

２
年
目
の
組
合
員
を
中
心
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子

ど
も
縁
日
広
場
、
通
称
「
キ

ッ
ズ
パ
ー
ク
」
を
催
し
ま
し

た
。

　

「
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔

に
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

１
カ
月
以
上
前
か
ら
、
何
を

喜
ん
で
く
れ
る
の
か
を
話
し

合
い
、
最
終
的
に
３
種
類
の

遊
び
に
決
め
ま
し
た
。
１
つ

目
は
「
ふ
わ
ふ
わ
」
で
、
大

き
な
風
船
の
よ
う
な
人
形
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
飛
び
跳

ね
て
遊
ぶ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
。
保
育
士
も
中
に
入
り
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
に

な
り
、
安
全
面
に
も
考
慮
し

た
結
果
、
常
に
行
列
の
大
盛

況
で
し
た
。
２
つ
目
が
「
何

で
も
す
く
い
」
。
ビ
ー
玉
や
人

形
な
ど
を
水
に
浮
か
べ
て
お

玉
で
す
く
う
シ
ン
プ
ル
な
も

の
。
小
さ
な
子
で
も
簡
単
に

で
き
る
の
で
何
回
も
来
て
く

れ
る
子
も
い
ま
し
た
。
３
つ

目
が
「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー

ス
」
。
天
候
に
恵
ま
れ
子
ど
も

に
限
ら
ず
幅
広
い
世
代
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
同
士
が
企
画
・
運

営
し
た
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
で
す

が
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
大
人
を
笑
顔
に
！
」
し
て

も
ら
え
る
、
そ
ん
な
心
が
温

ま
っ
た
お
祭
り
に
な
り
ま
し

た
。（
岩
内
町
職
労
青
年
女
性

部
・
中
川
貴
嗣
）

笑
顔
も
ら
っ
た「
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」

　

全
国
保
育
集
会
で
児
童
虐

待
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

虐
待
が
あ
る
と
ま
で
は
断

言

で

き

な

く

て

も
「

あ

れ
？
」
と
思
っ
た
経
験
を
お

持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
集
会
で
は

「
今
の
段
階
で
児
童
相
談
所

に
通
報
し
て
保
護
者
と
の
関

係
が
悪
化
し
た
ら
ど
う
し
よ

う
」
と
の
思
い
が
頭
を
よ
ぎ

る
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
児
童
相
談
所
は

家
に
踏
み
込
ん
で
強
制
的
に

子
ど
も
を
保
護
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
お
い
て
市
町
村

に
相
談
し
て
み
る
と
、
市
町

村
は
多
岐
に
わ
た
る
個
人
情

報
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
意
外
な
部
分
で
解
決
の

糸
口
を
見
い
だ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

各
自
治
体
で
は
児
童
に
限

ら
ず
虐
待
防
止
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
方
策
を
講
じ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
個
人

情
報
保
護
が
支
障
と
な
り
対

応
が
後
手
に
回
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
公
立
施
設
の

存
在
意
義
を
強
く
主
張
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

主張しよう！
公立施設の存在意義

㉕

歓迎アトラクション『禅海少年太鼓「和」』ではじまった全国保育
集会＝８月10日、大分文化会館

第35回全国

富良野市労連

帯広市労連

保育集会

野村　国広さん

佐藤麻里絵さん

公
立
施
設
の
役
割
再
認
識

参
加
し
て
よ
か
っ
た
！

来
年
の
保
育
集
会
は

さ
い
た
ま
市
で
！

訂
正
と
お
わ
び

７／11
 から

ゆ
っ
た
り 

湯
っ
た
り 

子
ど
も
の
未
来 

話
そ
う
え

　

参
議
院
選
挙
２
期
目
の
挑
戦
で
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
や
他
産
別
の
働
く
仲
間
か
ら

大
き
な
ご
支
援
を
頂
き
、
自
治
労
と
し
て

の
議
席
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
民

主
党
と
し
て
は
、
大
変
に
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
投

票
率
を
み
て
も
、
政
治
に
対
す
る
期
待
感

が
著
し
く
低
下
し
た
原
因
は
民
主
党
に
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
厳
し
い
ご
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
で
も
私
達
は
、
政
治
と

無
関
係
で
は
暮
ら
せ
ま
せ
ん
。
自
治
労
の

仲
間
た
ち
は
、
そ
ん
な
思
い
で
こ
の
選
挙

を
た
た
か
っ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
、
働
く
現
場
、
老
後

を
含
め
た
社
会
保
障
、
平
和
問
題
と

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
個
人
で

は
解
決
で
き
な
い
か
ら
、
納
税
し
政
治
に

託
し
て
い
る
。
そ
の
皆
さ
ん
の
思
い
に
応

え
る
べ
く
、
今
後
の
６
年
間
、
し
っ
か
り

頑
張
る
決
意
で
す
。
と
も
に
た
た
か
い
ま

し
ょ
う
！�

（
８
月
19
日
東
京
に
て
）

思
い
に
応
え
し
っ
か
り
頑
張
る

㉓

　

９
月
23
日
（
月
）
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
Ｃ
指
定
席
（
楽
天
戦
）

２
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
希
望
者
は
メ
ー

ル
に
、件
名
「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
チ
ケ
ッ
ト
」
、

お
名
前
、
単
組
名
（
所
属
の
組
合
）、
連
絡
先

電
話
番
号
を
記
入
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

douhonbu@
jichiro-
hokkaido.gr.jp

自治労北海道道本部

メールアドレス

ファイターズ 観戦チケット
プレゼント

９月23日 統一応援デー
締
め
切
り㈫

17
９

海
少
年
太
鼓
「
和
」
』
で
歓
迎

さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
は
、
大
分
市
高

崎
山
管
理
公
社
の
動
物
園
で

働
く
木
本
智
さ
ん
（
組
合

員
）
が
「
高
崎
山
の
サ
ル
社

会
に
つ
い
て
～
サ
ル
か
ら
ヒ

ト
へ
忘
れ
か
け
た
物
へ
の
気

づ
き
～
」
と
題
し
て
、
サ
ル

の
出
産
シ
ー
ン
や
、
歩
く
距

離
を
少
し
ず
つ
長
く
し
て
い

く
訓
練
を
母
ザ
ル
が
行
っ
て

い
る
よ
う
す
、
二
つ
の
群
れ

を
制
し
た
ボ
ス
ザ
ル
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
も
と
づ
い
た
サ
ル

の
子
育
て
を
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
講
演
で
会
場
を
沸
か

せ
た
。

　

２
日
目
は
、「
子
育
ち
を
支

え
つ
な
ぐ
地
域
の
連
帯
」
な

ど
テ
ー
マ
ご
と
の
分
科
会

で
、
子
育
て
環
境
が
大
き
く

市
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
約

１
、
４
０
０
人
（
北
海
道
か

ら
11
単
組
・
21
人
）
の
仲
間

が
参
加
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

地
元
大
分
の
迫
力
あ
る
『
禅

変
化
す
る
中
、
子
育
て
支
援

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
な

ど
、
人
権
、
育
ち
合
う
保
育
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
保
育
の

質
の
向
上
、
保
育
制
度
改
革

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

３
日
目
は
「
自
治
労
の
保

育
運
動
」
な
ど
４
つ
の
分
科

会
や
災
害
時
の
対
応
、
虐
待

問
題
、
保
護
者
対
応
の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
開
か
れ
、
テ

ー
マ
ご
と
に
学
習
と
交
流
を

深
め
た
。

　

現
在
、「
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
で
議
論
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
だ
が
、
こ

れ
を
意
識
し
た
提
起
や
議
論

が
行
わ
れ
た
。
今
後
、
地
域

に
お
け
る
公
立
施
設
の
役
割

を
自
ら
が
再
認
識
し
、
地
方

版
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
な
ど
を
通
じ
て
、
発
信

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

確
認
で
き
る
有
意
義
な
集
会

と
な
っ
た
。

つ
い
て
学
び
、
私
た
ち
が
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
の
可
能
性
の
広
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
保
育
現
場
か
ら

離
れ
た
空
間
と
時
間
の
中

で
、
日
常
で
は
経
験
で
き
な

い
視
点
を
学
び
、
今
後
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
っ
て
い
く
上
で
、
大
き

な
励
み
に
な
る
保
育
集
会
で

し
た
。

　

来
年
の
全
国
保
育
集
会
は

例
年
よ
り
早
く
、
７
月
11
日

か
ら
13
日
ま
で
、
埼
玉
県
・

さ
い
た
ま
市
で
開
か
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
今
か
ら

　

前
号
２
０
７
５
号
３
面
、

野
球
大
会
写
真
で
キ
ャ
プ
シ

参
加
の
準
備
を
し
よ
う
！

　

次
号
は
、
８
月
31
日
～
９

月
１
日
に
開
く
全
道
保
育
集

会
・
福
祉
・
介
護
集
会
の
内

容
を
お
伝
え
す
る
。

ョ
ン
に
「
昨
年
の
全
道
野
球

大
会
」
と
記
載
し
て
い
ま
す

が
、「
一
昨
年
」の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

て
い
て
ム
ダ
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
職

場
に
戻
り
、
し
っ
か
り
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
の
保
育
に
携
わ
る
多

く
の
方
々
と
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
と
発
達
障
害
児
支
援
に

　

一
番
印
象
に
残
り
、
み
な

さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、

福
島
の
方
が
防
災
の
講
座
で

話
し
た
、「
３
・
11
以
来
、
い

ま
だ
に
自
宅
に
帰
れ
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
。
ま
た
、
園
で
想
定
で
き

る
訓
練
は
、
日
頃
か
ら
や
っ

　

「
き
ち
ょ
く
れ
大
分　

ゆ

っ
た
り　

湯
っ
た
り
子
ど
も

の
未
来
話
そ
う
え
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
34
回
全
国
保
育
集

会
が
８
月
10
日
～
12
日
ま
で

の
３
日
間
、
大
分
県
・
大
分

日
頃
の
防
災
訓
練
は

ム
ダ
じ
ゃ
な
い

日
常
で
は
経
験
で
き

な
い
視
点
学
ん
だ


